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事　業　実　績　報　告　書
事　業　名

第８回ながさき・愛の映画祭～ちがうままに、共にいきる～

事　業　内　容

・上映３作品【最も危険な年・星に語りて・アダマン号に乗って】
※今回の上映作品はすべてドキュメンタリー。
・多文化共生について考える対話型イベント：ヒューマンライブラリー
・視覚情報にとらわれず友人を作るイベント：ベストフレンドマッチング
・全ての人にとって安心できるトイレについて考える参加型展示：みんなのトイレ
・他団体と連携した展示交流ブース：みんながつながる展示会
・主催団体のおすすめの本の展示：みんなの本棚
上記、イベントを通して来場者と共に、自分とは異なる他者とこの街で共生していくためのヒントを模
索する機会を作った。また、異なるマイノリティ間での相互理解を行った。

活　動　経　過

・2023年 8月：今年度の映画祭実施についての検討会議スタート
・2023年 9月：上映作品や概要の検討
・2023年10月：上映作品とイベント概要の決定
・2023年11月：広報物の作成
・2023年12月：イベント広報
・2024年 1月：ながさき・愛の映画祭実施
・2024年 2月：会計・報告書作成

事業実施の成果・効果

■前日準備参加者：11名
■イベント当日
オープニング＆クロージングイベント：100名
映画鑑賞：143人
感想シェア会：12人
ヒューマンライブラリー：46人
ベストフレンドマッチング：9名
ロビー展示＆ブース：181人
協力団体：NPO法人心澄/性教育コミュニティアスター/みんなで暮らす凸凹ひろば/長崎県ろうあ協会
延べ：491名参加

今後の事業展開 (活動方針)

来年度の目標
・NPO法人心澄と連携したLGBTサポーター養成講座の年１回開催の継続
・定期交流会の内容充実のために、これまでの参加者発案企画と併せて、Take it!虹として県内のエン
パワメントの為の企画を３本ほど立てる。
・長崎県のパートナーシップ制度導入に向けての提言やロビイングを行う。
・長崎市、大村市、長崎県での人権施策について懇談会にて呼びかけを行う。
・ながさき・愛の映画祭の継続開催及び、　他団体との連携を強化し、参加団体の増加を目指す。

その他の特記事項









長崎新聞掲載




